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第１回 日本語の音声 構造と分析 

 

講義の流れ 

音声学とは 

１．音声の研究： 国際音声学会、実験機器の進歩 

２．調音音声学： ＩＰＡ 

日本語音声学 

３．日本語の母音： 母音の台形、母音の「ウ」 

４．日本語の子音： 直音と拗音 

５．促音と撥音 

音声分析 

６．音響音声学： 母音の習得、Praat 

７．長音と母音連続： 

８．母音の無声化： 

９．高さアクセント：                                  IPAモジュール   http://www.coelang.tufs.ac.jp/ipa/ 

１０．音声分析（実習） 

 

３．日本語の母音 

五音の形状、此圖の如くなるものにして、イは開の初めなれば、其形細小にして、本窄(すぼ)く末開けゆく音なり。 エはイ

の類にして、やや大にして、なほ末開けゆく音也。 アは中極の音なる故に圖大にして本末なし。 故に悉曇家に此音を開

音として、餘のイ・エ・オ・ウをば、皆合音とすることあり。 オは開より合に行く音なれば、末窄りて、ウに類して、稍大なり。 

ウは合の終りなれば、其形細小にして、いよいよ末窄り極まる音也。(...) 本居宣長 (1730-1801) 『漢字三音考』 (1785) 

 

中国音韻学の用語 

開・・・母音が平唇性をともなう 

合・・・母音が円唇性をともなう 
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４．日本語の子音 

拗音 

 

  

 

 

 

 

 

 

さ[sa] シ[ʃi] す[sɯ] せ[se] そ[so] シャ[ʃa] シ[ʃi] シュ[ʃɯ] シェ[ʃe] ショ[ʃo] 

た[ta] チ[ʧi] つ[tsɯ] て[te] と[to]  チャ[ʧa] チ[ʧi] チュ[ʧɯ] チェ[ʧe] チョ[ʧo]  

だ[da] ジ[ʤi] づ[dzɯ] で[de] ど[do] ジャ[ʤa] ジ[ʤi] ジュ[ʤɯ] ジェ[ʤe] ジョ[ʤo]  

 

５．促音と撥音 

『金光明最勝王経』 (830) 奈良県西大寺で筆写、振り仮名 

損 [sǔn] ―ソイ、陣 [zhèn] ―チイ、隠 [yĭn] ―オイ 撥ねる仮名文字がない頃（イ、ニ） 

 

『枕草子』 (1001頃) 清少納言(186段) 

なに事をいひても、「そのことさせむとす、いはむとす、なにとせむとす」といふ「と」文字を失ひて、ただ「いはんずる、里へ

いでんずる」などいへば、やがていとわろし、まいて、文に書いてはいふべきにもあらず。 

 

６．音響音声学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 F1, F2 (Formant 1, 2) 

 

 

 

 

直音と拗音 サ ｖｓ シ 



開南大学集中講義 「日本語学概説」川口裕司（東京外国語大学）  2018.3.15 

 

音声分析ソフト Praat 

 

  http://www.fon.hum.uva.nl/praat/ 

  Praat の使い方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．長母音と母音連続 

彼は歯科医（しかい）になりました 

彼は司会（しかい）をしました 

A, B, C （大学院生）による発音 

 

 

 

 

８．母音の無声化 

彼は学校が嫌いです 

やっぱり平和が一番いいですね 

それを何で覆うのですか 

A （大学院生）による発音 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

歯科医に ɕi kaj ni 
 
司会を ɕi kaj o 

A1 0.03 0.15 0.03 
 

A1 0.03 0.14 0.03 

A2 0.03 0.12 0.07 
 

A2 0.04 0.11 0.03 

B1 0.04 0.14 0.05 
 

B1 0.03 0.10 0.03 

B2 0.03 0.14 0.06 
 

B2 0.03 0.12 0.03 

C1 0.03 0.15 0.06 
 

C1 0.03 0.11 0.03 

C2 0.03 0.15 0.07 
 

C2 0.03 0.12 0.03 

http://www.fon.hum.uva.nl/praat/
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９．高さアクセント 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．音声分析（実習） 

自分で吹き込んだ音声を分析してみましょう。 

１．うまい ：母音 [u, a, i] の F1 と F2を計測しましょう 

２．雨が  ：高さアクセントの違いを調べましょう 

３．飴が 

４． 図工        航海 

５． 二千円      担任 

６． 大学        簡単 

 

                                    福盛 (2010) p.109 
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